
社会保障審議会 少子化対策特別部会  

ひろばで把握する保育・預かりへのニーズ  
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2008年 横浜市港北区内で2ケ所の拠点を運営  

★おやこの広場び－のび－の菊名ひろば  

（横浜市社会福祉協議会親と子のつどいの広場事業）  

1日平均15組～20組程度の親子利用  

筏や：＝の広囁  

び」のび一句  

★港北区地域子育て支援拠点どろっぶ  

（横浜市こども青少年局・港北区運営委託事業）  

．＝毒∴  
1日平均70組～100組程度の  

家庭が利用  
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おやこの広場び－のび－のの日常  

「おやこの広場び－のび－の」は、  

「0・1・2・3歳児とその親が一緒に和める場所がほしい」という患いで  

当事者である親たちが作った  

菊名西口商店街の約20坪の「子育てひろば」です。  
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港北区子育て支援拠点どろっぶ・t次世代育成行動計画「かがやけ横浜子どもプラン」  

子どもと遊んだり  

庭・畑の手入れをしたり  

おもちゃづくりをしたり、  
絵本を並べてくれたり  

演奏をしてくれたり、etC・・・  

多様な  

関わり  

とこに訴見士ん、訴姉士んがいてくれるだ什で子ども達も大人もニッコりJ  
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NPO法人び－のび－の“5事業”のご紹介  

販売  

・幼稚園・保育園ガイドの発行  

（年1回3000部発行）  
港北区及び周辺の園情報を網羅して掲載。  
一般書店で販売。  

子育て関連情報の編集・制作・  

・「び－のび－の通信」発行  

（毎月3000部発行）  
法人全体の事業や地域の子育て関連情報を紹介。  
協賛企業・団体広告掲載可能。   
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NPO法人び－のび－の事業概要  

②WEB運営  
港北区子育て応援マップ‘ココマップ”http：／／www．kouhokushakyo．orjp／（港北区社会福祉協議会委託事業）  

2005年9月開設。子育て当事者による編集委員会を毎月開催。地域のイヘ小ント情報、子育て情報の発信など充実した  

サイトを運営していま  ナ  
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紙媒体の子育て応援マップの作成や  

メルマガ配信業務も受託。  

J   



（横浜市協働事業提案制度モデル事業）  

学生が子育て家庭を訪問し、支援を行う事業。  

●わくわく子育てサポーター養成研修   

●サポーター同士の関係作り   

●子育て家庭との出会いの場   

●活動のコーディネート  
子育てサポーター2人一組の家庭訪問  

による子育て支援ボランティア活動  

④菊名WARA・び－  
（文部科学省「学びあい・支えあい」地域活性化推進事業委託事業）小学生を中心に親子でまちの歴史を学んだり、  
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グループ保育事業・・■ゆ－のび－の  

就園前の2歳～3歳児の子どもを少人数のグループで  

週1回預かる事業   9時半～13時半（延長あり）  

お昼もー緒にお弁当や一緒に手作り・・■  

に やっと預け  ◆ひろばとの連動で「信植できる保育者」   

られる在宅家庭＝・預ける前後の丁寧なフォロー  

外遊びもたくさん！ゆ－のぴ－のの保育の様子  
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幼稚園・保育園ガイドの出版と発行後の座談会などを通じて  

ガイドそのものの理念   年1回3000部発行自費出版730円   

◆園そのものの理念や趣旨に立ち返って見直せるように  

◆親が子どもの過ごす時間や場所を選ぶ権利の保障  

◆選ぶために悩むこと■揺れることの大事さを発信  

◆相談と話し合いを通じて、納得できるまでのプロセスを応援  

生を尊重しながらも、  ◆親としての利便∫  
】意を  
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幼稚園（シンポジウム）座談会と保育園（シンポジウム）座談会の違い  
Z00さ年オ棚書■概念  
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′i書＝I雷鼠上の由子士人鯵輌中、桝暮でt★たし春雷． ＼  
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◆仲間やネットワークで選べる幼稚園  

孤立しながら挫折しながら選ぶ保育園  

◆家族の理解がなかなか得られない  

◆一生のうちで貴重な育児休暇期間がほとんど入所   

についての心配、不安で終わってしまう  

◆入所前に、復帰後の不安の相談先がないこと  

子どものこと・職場のこと・家族のこと  

◆入れる入れないはともかく、選択肢が多い分 、   
「自分＆子どもに合った」園を選ぶ視点が育つ   

幼稚園選びと逆にその視点が狭まる保育園選び  

職場復帰の方にひろばが機能する意味  

●■れ●掛★Q睾▼ンセルJ■．血■●／JO（土）正午●で仁こ■■下士い．  

★事♯●込の上★掴8ホ軸い下±い．  

幼稚園座談会のお知らせ  

⇒第2子産んだ後に、また気軽に戻ってくる場として  

土曜日など休日も顔を出してくれる場として  

地域に軸足を置ける場として  

復帰後も応援し合える当事者同士の情報交換ができる場として  
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親が選ぶ前に必要な視点  

◆本当の意味で今「選ぶ」ことができるのか？  

・・・保育・預かりに必要な視点を届ける情報が足りない  

ノウハウや分かりやすさで判断せざるを得ない  

現行のままで、選ぼうという意欲や選択肢があるのかどうか？  

◆親が乳幼児期を一緒に過ごそうという気持ちをまずは十分に尊重できる   
社会か？？   

‥－預ける＝第三者に委ねざるを得ない育児の構造  

都市型の子育て環境としては特異かも知れないが、入れる入れないの悲鳴  
によって、保育の質を「主体的に選ぼう」という段階にはまだ来ていない。  
そういう中での市場化原理は子育て家庭のより孤立化を招く恐れがないか  

⇒多様なニーズに対応するために全てが『保育園入所』だけを   

取り上げることが今、得策だろうか？？？  
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ひろばから見る保育への潜在的預かりへのニーズ分析 その①  

保育■預かりへのニーズ調査（3日間のひろば活動での集計結果から 総数116枚回収）  

【属性】  

子育ての手伝いの有無  

日常的にある   

15％  

困ったときだけ  

44％  
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ひろばから見る保育への潜在的預かりへのニーズ分析 その②  

保育園や一時預かりに預けたいと思ったことは  

ありますか？  

無回答  

育児期の親が希望する働き方  

◆30歳～55歳（子年齢が1歳～小学校就  

学）まではパートが約半数であり、「短時  

間・残業免除」希望が多い 。  
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実態から考えられる視点①   保育の潜在的ニーズ  

1）一時預かりについての預けたいという人が80％もいるにも関わらず、実   
際に使ったことのある人は15．6％（平成20年3月末のどろっぶひろば   
利用者アンケート結果より）。  

⇒在宅子育て家庭にとってみたら「預ける」行為のハードルは高い  

2）子育ての負担感から預けたい（幼稚園児の年少3年保育への要望が毎   

年高くなってきている）・体力の限界  

⇒地域でフラツと託せる・一預かりの場の面的整備の必要性  

3）「働きたい」ニーズの精査による保育サービスを決め細やかに整える  

⇒フルタイムでの勤務希望・・・安心して預けられるまでのプロセスを  

応援する仕組み   例）品川区の事例  

⇒パート不定期勤務希望・・1幼稚園の預かり保育や一時預かりでカ  

バーすることはできないか？  
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実態から考えられる視点 ②  

リーサポート事業を含めた地域子育て  
図ることで、「保育所入所を希望する」い  
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◆契約化を十分な利用者保護のもとに実行すること   
（介護保険制度や支援費制度と同じ道をたどるとすると■・・！？）   

・実行のための計画的整備  

・情報提供と相談支援  

・苦情解決の仕組みの整備  

・サービス提供機関の育成と専門職の養成 労働条件の改善  

・利用者参加のシステムを築く  など■・・  

間接的支援を実施する必要性が発生＝総合的な行政責任が重しとなる可能性は？  

ケアマネジメント体制の整備は問われないか？   
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■ ■ ■  

地域に軸足を置きな力  

すべての子育て家庭への基盤整備の時期ではないか？  
★産後ヘルパー  

財源  

機会均等  

×  （公平性）  

地域特性  

将来予測  

× ★プレ  幼稚園   

★グループ保育   他  

受入体制・支援サービス形態  

†  †  †  †  

ニーズ  

請来毎に誰かこの仕組計を貰えていくの舟り？  
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保育・預かりへのニーズ調査 記述部分詳細  

ート妃述式部分の捷  

±」青児休暇中の方に）復帰にあたっての課題があればご自由にお書き下さい  

・保育園に空きがない  ・抑1才児）  
・自分や夫が病気の時、対応できるかどうか  

・塾可保育園の基準が低い（園庭がないなど）  

りの予約が困難  

・保育園が少ない  

・保育園選び  

・子どもの送り迎え（保育園、小学校）  

・フルタイムではなく 働く時間の軽減が出来るかどうか  

・子どもが伝染性の病気に罷った時の対応  

・立迎えに夫が行けない  

・育児と仕事の両立と、保育園への信頼  

・入園時期に合わせて  を早めなければならず損  

・子育ては予定通りにいかないため、子どもが病気の際 仕事の時間が  

守れるか心配  

・入園の空きがないため きょう7ごいが同じ保育園に入れるか不安  

・年度の途中から入園が可能かどうか  

・短時間勤務制度の実現が望まLい   

◆（全員に）子育て中でどんな暗が大変だと感じられますか？ご自由にお書き  

三豊吏  

『自分ひとりで子育てを担い、逃げ場がない』  

・病気の時に 夫の仕事が忙しい時  

・入院Lた時、病気でなくても疲れがひどく動けなくて 一人で寝たい時  

・王どもと二人きりの時間が一日の大半を占め 逃げ場がない  

・夫は朝早く、帰りも遅い。子どもと顔を合わせるのは日曜の休みだけなので   

二王どもが夫になれず 息抜きできない  

・夫の理解がない  

・大人同士の会話が減り 孤独感を感じる  

・24時間べったり一緒だと ホッとする時間が持てない  

・且分の体調が悪い時でも 育児は休めない  

・周囲に頼れる人がいないので、急な用事（通院など）に預ける先がない  

・夫の帰りが遅いので、一人で世話をしなければならない  

・一緒に居すぎて 余裕がある状態とはいかず、自身が不本意なまま  

子どもにあたってしまう  

・妊娠中、子どもを一人で風呂に入れなければならない  

・実家が遠く、イザという時 頼れる人がいない  

・上の子と下の子が同時に甘えてくる時  

・盟と夕方は 忙Lすぎて目が回を  

・疲れがとれにくく 休息がまとめてとれなt、  

・この大変さがいつまで続くのだろうか・・・・  

・自分が精神的にも 肉体的にも辛い時に頼れる人がいない   



・自分の時間が全くない  

・妊娠中でお腹が大きい為、上の子を連れての行動は辛い  

・2人目が産まれ まだ自分が思うように動けない時、上の子が遊びたがり   

悩んだ  

・壁乳期間中、ひきこもりが引こなった  

・子どもと友人の関係でトラブルが起きた時  

・親身になって相談にのってくれる方がいたら良いなと思う  

・子育てがこんなに大変だとは思わなかった。仕事のほうが頑張っただけの成果もあり   

抑まうが楽に．思う・親が体調不良の際、子どもが一人で   

遊ばなければならず かわいそうに思う  

『子どもが手におえない』  

・買い物がゆっくりできない  

・家事などで辛が離せない時に 子どもがぐずった時  

・子どもが何事にも「イヤ」と言う時  

・子どもを寝かしつける時  

・公共の場で 大泣きされた時  

・ママ以外の人に泣く事  

・王どもが手に負えない程ぐずった時や、子どもの気持ちを分かってあげられない時  

・夜中に泣いて 全く寝てくれない 時  

・子どもの体調が悪い時は 何日も外出が出来ない  

・雨で公園に行けず、一日中 子どもと豪の中に居る時  

・まだ物事の分別がつかず 言葉も通じないため、四六時中 見ていなければならない  

・外遊びなど 体力がついていかない  

・子どもが夜中起きてしまった時、自分も眠れない  

『子育ての環境について』  

・子連れで出かける場所が少ない  

・夫以外 話し相手がいない  

・産後、上の子を保育園に預けたかったが 空きがなかった  

・アパートの階段を3階まで上がる時  

・南武線がいつも混んでいて ベビーカーで乗れない  

・Jrl崎駅にエレベーターを設置して欲しい  

・二月寺預かりを柳沢しい  

・安心して遊ばせる公園が近所にない  

・子育てには お金がかかる  

・お友達作り  

・保育園に入れるかどうか、信頼して預けられる保育園があるのか、仕事との   

両立ができるのだろうか  

・二里寺領かり専門の保育園が欲しい。「一時預かりしています」といっても   

実際は やってなかったり 入れない所が多い  

・気軽に預ける所があれば もっと子どもを産んでも良いかと思う  

（できれば保育料”時間1000円以下、行政の補助も欲」い）  

・重社員として働いても時間短縮の場合、二人預けると保育料が高すぎて  

但p為に働い  ているのかと思ってしまう。パゝ－トのほうが良し一、のかも  

・転勤などの引越しで 新しい土地に行った時の情報収集（幼稚園、学校、医療関係）   




